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ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
か
ら
未
来
に
向
か
う
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経
済

多
田　

稔

一
、
は
じ
め
に

　　

二
〇
二
一
年
に
ア
メ
リ
カ
大
統
領
が
共
和
党
の
ト
ラ
ン
プ
氏
か
ら
民
主
党
の
バ
イ
デ
ン
氏
に
代
わ
り
、
世
界
は
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

に
向
け
て
大
き
く
踏
み
出
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
国
際
経
済
は
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
過
程
に
あ
り
、
在
来
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
開
発
投
資

が
抑
制
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
二
〇
二
一
年
後
半
に
は
原
油
価
格
が
上
昇
、
日
本
で
は
火
力
発
電
所
に
お
け
る
発
電
能
力
の
限
界

か
ら
冬
場
の
電
力
需
給
が
危
惧
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
、
翌
二
〇
二
二
年
二
月
二
四
日
に
始
ま
る
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
っ
て

原
油
・
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液
化
天
然
ガ
ス
）
や
小
麦
の
価
格
が
急
騰
、
ど
の
国
に
と
っ
て
も
イ
ン
フ
レ
対
策
が
急
務
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
緊
迫
し
た
国
際
情
勢
の
中
で
ひ
と
き
わ
輝
き
を
放
っ
た
の
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
の
当
事
者
で

あ
る
ロ
シ
ア
は
原
油
と
小
麦
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
小
麦
の
主
要
生
産
国
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
輸
出
が
困
難
に
な
る
中
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
産

の
小
麦
と
Ｌ
Ｎ
Ｇ
は
世
界
経
済
の
救
世
主
と
な
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
脱
ロ
シ
ア
化
」
の
視
点
か
ら
注
目
さ
れ
、

外
国
為
替
市
場
に
お
い
て
同
国
の
通
貨
豪
ド
ル
は
米
ド
ル
に
対
し
て
上
昇
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　



16 

二
、
近
年
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経
済

　

二
一
世
紀
に
入
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経
済
は
好
調
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
維
持
し
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
を
基
準
と
し
た
実
質
Ｇ
Ｄ

Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
の
推
移
を
図
一
（
ａ
）
に
示
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
二
〇
〇
八
～
〇
九
年
の
国
際
金
融
危
機
（
通
称
「
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
」）
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
平
均
二
・
九
％
の
成
長
率
を
達
成
し
た
。
こ
の
要
因
と
し
て
、
一
九
七
〇

年
代
か
ら
徐
々
に
進
め
ら
れ
て
き
た
産
業
保
護
政
策
の
見
直
し
や
政
府
企
業
の
民
営
化
等
の
経
済
改
革
に
加
え
て
、
中
国
の
鄧
小
平
「
四

つ
の
近
代
化
」
を
端
緒
と
す
る
改
革
・
開
放
政
策
が
実
を
結
ん
で
鉄
鋼
等
の
重
化
学
工
業
が
発
展
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
中
国
向
け

の
鉄
鉱
石
輸
出
が
大
き
く
伸
び
た
こ
と
が
あ
る
。

　

同
図
で
は
、
日
本
の
成
長
率
の
鈍
化
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
背
景
と
し
て
、
人
口
、
と
り
わ
け
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
出
生
率
の
変
化
や
移
民
等
に
よ
る
人
口
増
減
の
影
響
を
除
い
て
、
一
人
当
た
り
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
推
移
を
示
し
た
の
が
図
一
（
ｂ
）

で
あ
る
。
同
図
で
示
す
四
か
国
の
中
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
首
位
で
あ
る
が
、
二
〇
一
〇
年
以
降
の
ア
メ
リ
カ
の
高
成
長
が
顕
著
で
あ

る
。
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
一
九
年
に
至
る
二
〇
年
間
を
通
し
て
み
る
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
成
長
率
が
首
位
で
あ
り
、
日
本
は
失
わ
れ

た
三
〇
年
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
と
り
わ
け
バ
ブ
ル
崩
壊
か
ら
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
至
る
二
〇
年
間
の
低
成
長
が
著
し
い
。

　

我
々
の
身
の
回
り
の
食
品
や
、
か
つ
て
日
本
の
製
鉄
業
が
輸
入
し
た
鉄
鉱
石
か
ら
推
測
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
農
業
や
鉱
業
の
国

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
と
こ
ろ
が
、
付
加
価
値
で
あ
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
構
成
と
輸
出
構
造
は
全
く
異
な
っ
た
姿
を
見
せ
る
。
ま

ず
輸
出
構
造
の
方
を
見
る
と
、
輸
出
に
占
め
る
割
合
は
農
産
物
（
食
品
を
含
む
）
一
一
％
、
鉱
産
物
四
〇
％
、
工
業
製
品
二
八
％
、
サ
ー

ビ
ス
二
一
％
と
な
っ
て
い
る
。
か
つ
て
は
羊
毛
等
の
農
産
物
が
六
割
以
上
を
占
め
た
こ
と
も
あ
る
が
、
現
在
で
は
我
々
が
日
常
生
活
で
農

産
物
と
イ
メ
ー
ジ
す
る
原
料
農
産
物
の
み
で
は
二
％
程
度
に
過
ぎ
な
い
。

　

次
に
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
構
成
を
み
る
と
、
農
林
水
産
業
二
％
、
鉱
業
一
〇
％
、
製
造
業
六
％
、
サ
ー
ビ
ス
業
（
建
設
業
を
含
む
）
八
二
％
と

な
っ
て
お
り
、
三
〇
年
前
の
一
九
八
〇
年
（
農
林
水
産
業
四
％
、
鉱
業
四
％
、
製
造
業
一
五
％
、
サ
ー
ビ
ス
業
七
七
％
）
と
比
較
す
る
と
、
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ウクライナ危機から未来に向かうオーストラリア経済

0

50

100

150

200

250

1971 1980 1990 2000 2010 2019

(a) 実質GDPの推移 （1990年＝100）

豪 NZ 米 日

注：１）１人当たり実質 GDP は 2010 年物価水準による。
 　  ２）2020 年以降のデータはコロナ禍による影響を受けるため、2019

年までのデータを掲載。

資料：世界銀行“World Development Indicators”に基づき筆者作成。

図１　豪・NZ・米国・日本の GDP の推移

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

1971 1980 1990 2000 2010 2019

(b) １人当たり実質GDPの推移 （単位：US$）

豪 NZ 米 日

豪 NZ 米 日

2000-2019
平均年率（％）

2.91 2.82 2.09 0.91

豪 NZ 米 日

2000-2019
平均年率（％）

1.42 1.49 1.27 0.92



18 

農
林
水
産
業
や
製
造
業
の
構
成
比
が
低
下
し
、
鉱
業
と
サ
ー
ビ
ス
業
の
構
成
比
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
製
造
業
の
中

に
食
品
加
工
や
金
属
加
工
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
日
本
と
の
関
連
で
み
る
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

よ
う
な
食
料
輸
出
大
国
で
あ
ろ
う
と
、
日
本
の
よ
う
な
食
料
輸
入
大
国
で
あ
ろ
う
と
、
農
林
水
産
業
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
は
極
め
て
低
い
こ

と
が
特
筆
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
輸
出
で
は
農
産
物
と
鉱
産
物
と
い
う
一
次
産
品
が
主
力
部
門
で
あ
る
が
、
国
内
で
の
付
加
価
値
や
雇
用
と
い
う
面
で
は

サ
ー
ビ
ス
業
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
同
時
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
口
の
大
部
分
は
沿
岸
部
に
立
地
す
る
各
州
の
州
都
に
居
住
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
州
都
に
農
業
や
鉱
業
の
輸
出
業
務
を
支
え
る
サ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
が
立
地
し
、
さ
ら
に
そ
の
オ
フ
ィ

ス
機
能
や
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
カ
ー
の
生
活
を
支
え
る
雑
多
な
サ
ー
ビ
ス
業
が
都
市
に
集
積
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

今
か
ら
四
〇
年
前
、
未
来
学
者
ハ
ー
マ
ン
・
カ
ー
ン
氏
は
ト
ー
マ
ス
・
ペ
ッ
パ
ー
氏
と
の
共
著
『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
大
丈
夫
か
』
を

著
し
た
。
当
時
は
日
本
経
済
が
バ
ブ
ル
で
は
な
い
絶
頂
期
で
あ
り
、
日
本
は
重
化
学
工
業
か
ら
自
動
車
や
家
電
に
代
表
さ
れ
る
加
工
組
立

型
産
業
へ
と
転
換
し
、
こ
れ
を
韓
国
や
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
が
追
い
、
中
国
が
近
代
化
を
始
動
し
始
め
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
資
源
輸
出
先
が
日
本
か
ら
そ
れ
ら
の
新
興
工
業
国
へ
と
転
換
す
る
こ
と
も
十
分
に
予
見
で
き
た
。
カ
ー
ン
氏
は
、
表
紙
に

ビ
ー
チ
で
ビ
ー
ル
を
飲
み
中
表
紙
に
資
源
採
掘
場
の
写
真
が
採
用
さ
れ
て
い
る
同
書
に
お
い
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
進
路
と
し
て
、

　　

①
現
状
維
持
社
会
。

　

②
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
式
の
福
祉
お
よ
び
娯
楽
指
向
型
社
会
の
早
期
出
現
。
大
体
に
お
い
て
脱
工
業
化
の
社
会
。

　

③
現
在
の
保
護
主
義
に
く
ら
べ
、よ
り
選
択
的
で
、効
果
的
な
“
改
良
さ
れ
た
”
あ
る
い
は
十
分
に
配
慮
さ
れ
た
保
護
主
義
を
と
る
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
。

　

④
主
と
し
て
自
由
市
場
の
競
争
原
理
に
よ
り
重
点
を
お
き
、ま
た
同
時
に
移
民
受
け
入
れ
率
を
増
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
、

明
ら
か
に
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
。
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ウクライナ危機から未来に向かうオーストラリア経済

の
四
形
態
を
想
定
し
、「
白
人
が
多
数
を
占
め
る
と
と
も
に
、
比
較
的
人
口
の
少
な
い
、
豊
か
な
、
都
市
型
の
、
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
の
、
ま

た
組
合
に
組
織
さ
れ
た
国
で
あ
り
つ
づ
け
る
で
あ
ろ
う
」
現
状
維
持
を
選
択
す
る
可
能
性
が
最
も
高
い
と
指
摘
し
た
。

　

カ
ー
ン
氏
の
予
測
は
残
念
な
が
ら
外
れ
、
製
造
業
の
比
重
も
大
き
く
低
下
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
②
の
脱

工
業
化
と
④
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
よ
う
な
方
向
に
進
ん
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、「
脱
工
業
化
」

と
い
う
場
合
に
、
ど
の
よ
う
な
社
会
も
需
要
構
造
の
変
化
と
、
製
造
業
の
新
興
工
業
国
へ
の
移
転
を
反
映
し
て
ペ
テ
ィ
・
ク
ラ
ー
ク
の
法

則
ど
お
り
第
三
次
産
業
の
比
重
が
圧
倒
的
に
高
く
な
る
傾
向
を
持
つ
た
め
、
そ
の
内
訳
が
事
務
労
働
で
あ
る
の
か
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ロ

リ
ダ
氏
の
『
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
都
市
論
』
が
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ク
ラ
ス
」
と
称
す
る
人
的
資
本
で
あ
る
の
か
を
識
別
す
る
こ
と
が
課

題
と
し
て
残
る
。

　

さ
ら
に
、
一
般
的
に
は
一
次
産
品
輸
出
に
よ
る
経
済
発
展
は
需
要
の
壁
に
突
き
当
り
や
す
い
た
め
望
ま
し
い
戦
略
と
は
さ
れ
ず
、
人
口

が
少
な
く
国
内
市
場
の
狭
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
よ
う
な
国
で
は
東
ア
ジ
ア
諸
国
で
経
験
さ
れ
た
輸
出
指
向
型
工
業
化
が
望
ま
し
い
と
さ

れ
る
。
こ
の
通
説
に
反
し
て
、
な
ぜ
一
次
産
品
輸
出
型
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経
済
が
今
ま
で
破
綻
す
る
こ
と
な
く
発
展
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
っ
た
の
か
、
既
に
製
造
業
で
の
発
展
を
迂
回
し
て
サ
ー
ビ
ス
業
中
心
の
経
済
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
点
も
解
明
す
べ
き
課
題

と
し
て
残
る
。

　

三
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
経
済
発
展
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
建
国
記
念
日
は
一
月
二
六
日
で
あ
る
。
ア
ー
サ
ー
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
総
督
率
い
る
囚
人
を
乗
せ
た
一
一
隻
の
イ
ギ
リ
ス

船
団
が
現
在
の
シ
ド
ニ
ー
・
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
キ
ー
に
相
当
す
る
シ
ド
ニ
ー
・
コ
ー
ヴ
に
上
陸
し
た
一
七
八
八
年
の
当
日
で
あ
る
。
当
時
、

ア
メ
リ
カ
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
し
、
イ
ギ
リ
ス
は
新
た
な
流
刑
植
民
地
を
探
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
頃
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
土
の
形
状
は
未
だ
わ
か
っ
て
お
ら
ず
、
一
八
〇
三
年
の
フ
リ
ン
ダ
ー
ス
の
回
航
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く

同
国
が
一
つ
の
大
陸
あ
る
い
は
大
き
な
島
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
さ
ら
に
内
陸
部
へ
の
踏
破
は
一
八
一
三
年
の
ブ
ル
ー
マ
ウ
ン
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テ
ン
越
え
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
内
陸
部
に
半
乾
燥
の
広
大
な
平
原
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
地
域
は
大
鑽
井

盆
地
と
言
わ
れ
、
井
戸
を
掘
る
と
塩
分
を
少
し
含
ん
だ
地
下
水
が
湧
き
出
る
た
め
、
穀
物
生
産
に
は
適
さ
な
い
が
牧
畜
は
可
能
で
あ
る
。

一
八
二
〇
年
代
以
降
、
こ
こ
に
ス
ペ
イ
ン
原
産
の
メ
リ
ノ
種
の
羊
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
が
「
羊
に
乗
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」
の
始
ま
り

で
あ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
「
ス
ク
ウ
ォ
ッ
タ
ー
」
（1）
の
内
陸
部
へ
の
進
出
が
進
み
、
大
規
模
な
牧
羊
経
営
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の

あ
た
り
の
事
情
は
、
一
八
二
〇
年
代
か
ら
ア
パ
ラ
チ
ア
山
脈
を
横
断
す
る
カ
ン
バ
ー
ラ
ン
ド
道
路
開
通
に
よ
っ
て
西
部
開
拓
が
大
き
く
進

ん
だ
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
小
麦
の
主
要
生
産
地
域
は
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
と
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
に
お
け
る
大
分
水
嶺
山

脈
の
西
の
縁
に
沿
っ
た
地
域
と
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
南
西
部
の
沿
岸
地
域
で
あ
る
。
一
九
世
紀
後
半
に
鉄
道
網
の
拡
張
に
よ
っ
て
小
麦

の
生
産
が
増
加
し
始
め
、
さ
ら
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
ス
ノ
ー
ウ
ィ
・
マ
ウ
ン
テ
ン
ズ
計
画
に
よ
っ
て
大
規
模
灌
漑
が
可
能
に
な
り
、

マ
メ
科
牧
草
類
を
輪
作
体
系
に
組
込
ん
だ
混
合
農
業
が
導
入
さ
れ
、
小
麦
牧
羊
地
帯
が
形
成
さ
れ
た
。
小
麦
の
生
産
量
は
降
水
量
に
よ
っ

て
大
き
く
変
動
す
る
が
、
生
産
額
は
概
ね
農
林
水
産
業
の
一
二
～
一
五
％
を
占
め
る
。
輸
出
の
面
で
も
小
麦
は
羊
毛
、
牛
肉
、
砂
糖
と
並

ん
で
農
林
水
産
物
の
中
で
主
力
四
品
目
を
形
成
す
る
が
（
図
二
）、
近
年
に
は
品
目
の
多
角
化
が
進
み
、
ミ
ナ
ミ
マ
グ
ロ
や
ロ
ブ
ス
タ
ー

等
の
水
産
物
や
ワ
イ
ン
の
輸
出
も
増
加
し
て
い
る
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
小
麦
は
世
界
市
場
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
や
中
国
、
日
本
へ
と
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
日
本
に
と
っ
て
も
米
国
、
カ
ナ
ダ
に
次
ぐ
主
要
な
輸
入
元
で
あ
り
、
う
ど
ん
だ
け
で
は
な
く
パ
ン
や
パ
ス
タ
な
ど
多
く
の
用
途
に
使

わ
れ
る
。
と
く
に
、
う
ど
ん
の
原
料
と
な
る
の
は
Ａ
Ｓ
Ｗ
（A

ustralian Standard W
hite

）
銘
柄
で
あ
り
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
に
お

け
る
生
産
が
多
い
。
同
州
の
小
麦
作
は
一
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
粗
放
的
な
大
規
模
経
営
が
主
流
で
あ
り
、
菜
種
や
ル
ー
ビ
ン
と

の
輪
作
体
系
が
組
ま
れ
て
い
る
（2）
。
た
だ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
輸
出
に
占
め
る
日
本
の
比
率
が
約
五
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
日
本
の
輸

入
に
占
め
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
産
の
比
率
が
約
二
〇
％
と
高
く
、
日
本
に
と
っ
て
の
重
要
性
が
極
め
て
高
い
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
際
し
て
は
、
侵
攻
す
る
ロ
シ
ア
に
よ
っ
て
黒
海
か
ら
の
販
路
を
封
鎖
さ
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
産
小
麦
の
輸
出
が
困
難

と
な
っ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
小
麦
輸
出
先
は
南
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ト
ル
コ
等
の
購
買
力
に
制
約
の
あ
る
国
々
が
多
く
、
北
ア
フ
リ
カ
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諸
国
で
は
二
〇
一
一
年
に
始
ま
る
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
が

パ
ン
の
値
上
が
り
に
起
因
と
し
た
こ
と
を
連
想
さ
せ
、

二
〇
二
二
年
三
月
八
日
に
は
小
麦
国
際
価
格
の
指
標
で

あ
る
シ
カ
ゴ
先
物
相
場
が
ブ
ッ
シ
ェ
ル
（
三
五
・
二
四

リ
ッ
ト
ル
：
二
七
・
二
キ
ロ
グ
ラ
ム
相
当
）
当
た
り

一
三
ド
ル
を
突
破
、
過
去
最
高
値
を
つ
け
た
。
ま
た
、

同
年
五
月
一
三
日
に
は
イ
ン
ド
が
食
料
安
全
保
障
の
観

点
か
ら
小
麦
の
輸
出
を
停
止
し
た
。
そ
の
後
、
ア
フ
リ

カ
を
中
心
と
す
る
一
六
億
人
が
飢
餓
に
直
面
す
る
と
の

国
際
的
な
懸
念
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
農
業
と
並
ん
で
輸
出
が
拡
大

し
た
分
野
と
し
て
鉱
業
部
門
、
と
く
に
鉄
鉱
石
が
特
筆

さ
れ
る
。
化
学
繊
維
に
お
さ
れ
て
羊
毛
の
輸
出
が
鈍
る

な
か
で
、
日
本
経
済
と
製
鉄
業
の
急
速
な
発
展
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
鉄
鉱
石
と
の
間
に
補
完
関
係
を
築
い
た
。

と
く
に
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
の
マ
ウ
ン
ト
・
ニ
ュ
ー

マ
ン
鉱
区
は
有
名
で
あ
る
。
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ

て
日
本
経
済
が
重
化
学
工
業
化
か
ら
自
動
車
や
家
電
に

代
表
さ
れ
る
加
工
組
立
型
産
業
へ
と
産
業
構
造
を
転
換

す
る
中
で
、
中
国
が
社
会
主
義
体
制
か
ら
四
つ
の
近
代

化
を
推
進
す
る
開
放
経
済
へ
と
舵
を
切
り
、
鉄
鉱
石
の

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

1970 1980 1990 2000 2010 2020

小麦 牛肉 羊毛 砂糖 その他

注：「農林水産物」は「食料」や「羊毛」の他、「飲料」、「飼料」等も含む。

資料：FAO “FAOSTAT”に基づき筆者作成。

図２　オーストラリアの農林水産物輸出
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新
た
な
巨
大
市
場
が
出
現
し
た
。
こ
れ
が
「
ラ
ッ
キ
ー
カ
ン
ト
リ
ー
」
と
言

わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
お
い
て
は
、
ロ
シ
ア
か
ら
欧
州
諸
国
へ
の
天
然
ガ
ス

供
給
が
ス
ト
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
二
〇
二
二
年
初
頭
に
多
く
の

Ｌ
Ｎ
Ｇ
運
搬
船
が
欧
州
に
向
か
っ
た
。
ま
た
、
対
ロ
シ
ア
制
裁
と
し
て
、
ロ

シ
ア
と
欧
州
を
結
ぶ
天
然
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
あ
る
ノ
ー
ド
・
ス
ト
リ
ー

ム
２
の
承
認
手
続
き
が
停
止
と
な
り
、欧
州
の
天
然
ガ
ス
価
格
は
急
騰
し
た
。

天
然
ガ
ス
は
燃
焼
時
に
Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸
化
炭
素
）
を
石
炭
や
石
油
ほ
ど
排
出

し
な
い
た
め
、
化
石
燃
料
の
中
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

に
よ
り
適
合
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
天
然
ガ
ス
を
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
輸
出
す
る
た
め

に
は
、
マ
イ
ナ
ス
一
六
〇
度
に
冷
却
し
、
体
積
を
六
〇
〇
分
の
一
に
縮
小
し

て
液
化
す
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
の
北
西
部
沖
合

ゴ
ー
ゴ
ン
地
区
に
有
力
な
埋
蔵
量
が
あ
る
。
ま
た
、
日
本
企
業
の
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ

Ｘ
（
国
際
石
油
開
発
帝
石
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）
が
開
発
に
加
わ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
ブ
ル
ー
ム
沖
で
の
イ
ク
シ
ス
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
、
そ
こ
で
掘
削
さ
れ
た
ガ
ス
を
北
部
準
州
ダ
ー
ウ
ィ
ン

に
送
り
液
化
・
輸
出
し
て
い
る
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
カ
タ
ー
ル
と
並
ぶ
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
主
要
輸
出
国
で
あ
る

が
、
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
開
発
が
進
む
ア
メ
リ
カ
の
輸
出
量
が
急
速
に
追
い
上
げ

て
い
る
。
生
産
国
の
シ
ェ
ア
変
化
が
大
き
い
た
め
、
日
本
の
輸
入
元
も
変
動

（ ｂ ） オースト ラリ アのLNG輸出先

日本 中国 韓国 その他

（ ａ ） 日本のLNG輸入元

オースト ラリ ア マレーシア カタール

アメ リ カ ロシア その他

資料：資源エネルギー庁「エネルギー白書 2021」および GIIGNL（International Group 
of Liquefied Natural Gas Importers）Annual Report 2020 “The LNG industry”に基
づき、筆者作成。

図３　日豪の LNG 輸出入　（2019 年）
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し
て
お
り
、
か
つ
て
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
マ
レ
ー
シ
ア
が
上
位
二
カ
国
で
あ
っ
た
が
、
近
年
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
カ
タ
ー
ル
が
そ
の

位
置
を
占
め
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
約
四
割
を
輸
入
し
て
い
る
。
一
方
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
輸
出
先
は
日
本
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ

ア
諸
国
が
大
部
分
で
あ
り
（
図
三
）、
二
〇
二
一
年
に
は
中
国
が
首
位
と
な
っ
た
。

　

以
上
で
見
て
き
た
よ
う
に
、食
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
っ
た
生
存
に
不
可
欠
な
基
礎
資
源
の
自
給
率
が
極
め
て
低
い
我
が
国
に
と
っ
て
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
そ
の
弱
点
を
補
っ
て
く
れ
る
非
常
に
有
り
難
い
存
在
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
日
本
の
食
料
自
給
率
は
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー

ス
で
三
七
％
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
一
一
％
と
極
端
に
低
い
が
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
一
単
位
を
生
み
出
す
た
め
に
要
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
イ
ギ
リ

ス
、
ド
イ
ツ
と
並
ん
で
世
界
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
。

四
、
水
素
社
会
実
現
に
向
け
て
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

　

必
需
品
を
多
く
産
出
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
政
治
的
に
も
安
定
し
て
お
り
、
世
界
経
済
か
ら
見
る
と
貴
重
な
存
在
で
あ
る
が
、
世
界

が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
掲
げ
て
持
続
可
能
な
、
と
く
に
Ｃ
Ｏ
２
等
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
中
で
、
石
炭
や
Ｌ

Ｎ
Ｇ
の
よ
う
な
化
石
燃
料
の
輸
出
に
依
存
し
続
け
る
こ
と
は
得
策
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
次
世
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
の
水
素
に
着

目
し
た
い
。

　

今
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
面
か
ら
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
す
一
つ
の
方
向
と
し
て
「
水
素
社
会
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
水
素
社
会
と
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
化
石
燃
料
か
ら
水
素
に
完
全
に
置
き
換
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
要
供
給
源
の
一
つ
に
水
素

を
組
み
込
も
う
と
す
る
考
え
方
で
あ
り
、
そ
の
代
表
例
が
水
素
エ
ン
ジ
ン
や
水
素
燃
料
電
池
を
搭
載
し
た
水
素
自
動
車
の
普
及
で
あ
る
。

ち
ょ
う
ど
ト
ヨ
タ
自
動
車
が
水
素
燃
料
電
池
を
搭
載
し
た
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
や
既
存
の
エ
ン
ジ
ン
を
軽
微
な
改
良
で
使
用
で
き
る
水
素
エ
ン
ジ

ン
搭
載
車
を
開
発
し
、
岩
谷
産
業
が
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
始
め
て
い
る
。
水
素
エ
ン
ジ
ン
は
そ
の
動
力
源
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
褐
炭
か
ら
生
産
さ
れ
た
水
素
が
川
崎
重
工
業
の
水
素
運
搬
船
で
日
本
に
運
ば
れ
て
く
る
予
定
で
あ
る
。

　

つ
い
数
年
前
ま
で
、
自
動
車
の
燃
費
と
言
え
ば
日
本
車
が
世
界
最
高
で
あ
り
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
が
世
界
市
場
を
席
巻
し
て
い
た
。
と
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こ
ろ
が
、
自
動
車
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
ゼ
ロ
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
で
、
Ｅ
Ｕ
が
二
〇
三
五
年
ま
で
に
完
全
な
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
シ

フ
ト
を
進
め
る
、
し
か
も
Ｅ
Ｖ
に
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
を
含
め
な
い
と
い
う
方
針
を
示
し
た
。
こ
れ
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
技
術
開
発
で

大
き
く
先
行
す
る
日
本
の
自
動
車
産
業
に
対
す
る
欧
州
の
挑
戦
で
も
あ
っ
た
。
発
電
か
ら
生
じ
る
Ｃ
Ｏ
２
に
は
目
を
つ
ぶ
っ
て
、
自
動
車

か
ら
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
の
み
に
着
目
し
た
技
術
規
格
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
の
よ
う
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
っ
て
自
動
車
に
供
給
す
る
電
力
を
賄
え
る
と
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
よ
っ
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
主
力
と
し
て
は
現
代
社
会
の
快
適
な
生
活
を
支
え
る
こ
と
が
不

可
能
に
近
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
自
動
車
に
関
し
て
は
動
力
源
を
電
力
に
頼
る
の
で
は
な
く
水
素
に
シ
フ
ト
さ
せ
る
こ
と
も
真

剣
に
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
、
日
本
の
場
合
は
、
仮
に
Ｅ
Ｖ
化
を
進
め
た
と
し
て
も
。
そ
の
電
力
を
供
給
す
る
発
電
所
の

能
力
に
限
界
が
き
て
お
り
、
二
〇
二
二
年
三
月
一
六
日
に
起
き
た
福
島
県
沖
の
地
震
に
よ
っ
て
四
か
所
の
火
力
発
電
所
が
停
止
、
寒
波
の

迫
る
三
月
二
二
日
か
ら
二
三
日
に
か
け
て
関
東
地
域
に
電
力
需
給
逼
迫
警
報
が
発
令
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
電
力
使
用
量
の
多

い
夏
場
と
冬
場
に
は
電
力
供
給
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

宇
宙
開
闢
ビ
ッ
グ
バ
ン
の
後
、
水
素
、
ヘ
リ
ウ
ム
等
の
軽
い
元
素
が
生
成
し
、
水
素
と
ヘ
リ
ウ
ム
で
全
元
素
の
九
八
％
を
占
め
た
こ
と

か
ら
、
水
素
は
宇
宙
を
構
成
す
る
基
本
元
素
と
言
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
在
の
自
然
界
に
は
水
素
は
独
立
の
単
体
と
し
て
は
存
在
せ
ず
、

水
や
石
油
・
天
然
ガ
ス
の
よ
う
な
炭
化
水
素
の
成
分
と
し
て
存
在
す
る
。
そ
こ
で
、
水
素
を
人
工
的
に
作
り
出
す
方
法
と
し
て
、
天
然
ガ

ス
や
メ
タ
ン
ガ
ス
を
燃
焼
さ
せ
る
方
法
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
過
程
で
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
す
る
た
め
、
こ
の
方
法
で
生
産
さ
れ
た
水
素

は
グ
レ
ー
水
素
と
称
さ
れ
る
。

　

二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
な
い
方
法
で
生
産
さ
れ
る
水
素
に
は
グ
リ
ー
ン
水
素
と
ブ
ル
ー
水
素
の
二
種
類
が
あ
る
。
前
者
の
代
表
例
は
太

陽
光
発
電
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
生
産
す
る
電
力
で
水
を
電
気
分
解
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
水
（
Ｈ
２
Ｏ
）
に
電
極
を
入

れ
て
酸
素
（
Ｏ
２
）
と
水
素
（
Ｈ
２
）
に
分
解
す
る
も
の
で
、
中
学
校
で
の
理
科
の
実
験
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
方
法
に
は
、
水
素

の
製
造
過
程
で
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し
な
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
で
、
水
素
を
取
り
出
す
た
め
に
電
気
を
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
が
根

本
問
題
で
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
形
態
が
電
気
か
水
素
か
と
い
う
問
題
に
な
る
。
わ
ざ
わ
ざ
水
素
に
変
換
し
な
く
と
も
、
最
初
か
ら
電
気
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を
送
電
す
る
な
り
バ
ッ
テ
リ
ー
に
蓄
積
す
る
な
り
し
て
使
え
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
グ
リ
ー
ン
水
素
の
製
造
に
向
け
て
、
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
政
府
の
電
力
会
社C

S Energy

社
と
共
同
で
「
コ
ー
ガ
ン
水
素
実
証

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
た
の
が
Ｉ
Ｈ
Ｉ
（
石
川
島
播
磨
重
工
業
）
で
あ
る
。
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
用
い

て
水
素
を
作
り
、
余
剰
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
力
市
場
に
販
売
す
る
（3）
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
「
乾
燥
し
た
大
陸
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

太
陽
光
発
電
に
は
適
し
た
国
で
あ
り
、
そ
の
発
電
を
国
内
向
け
電
力
と
輸
出
向
け
水
素
生
産
の
双
方
に
振
り
向
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ

う
。
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
工
科
大
学
で
は
、
追
尾
型
の
太
陽
光
発
電
装
置
で
グ
リ
ー
ン
水
素
を
作
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
進
行
し
て
お
り
、

そ
れ
に
参
加
す
る
東
京
大
学
の
試
算
に
よ
る
と
（4）
、「
日
本
が
目
標
に
掲
げ
る
二
〇
五
〇
年
に
二
〇
〇
〇
万
ト
ン
の
水
素
を
製
造
す
る
の

に
約
八
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
四
方
の
土
地
が
あ
れ
ば
、
必
要
な
電
力
を
太
陽
光
で
ま
か
な
え
る
。」
と
の
こ
と
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お

け
る
水
素
生
産
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

ブ
ル
ー
水
素
を
生
産
す
る
一
例
は
褐
炭
か
ら
の
生
産
で
あ
る
。
褐
炭
と
は
植
物
の
化
石
で
生
成
後
一
億
年
未
満
の
若
い
石
炭
で
あ
り
、

水
分
や
不
純
物
を
多
く
含
み
、
乾
燥
す
る
と
発
火
し
や
す
い
た
め
輸
送
に
適
さ
ず
、
多
く
が
未
利
用
資
源
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
成
分
で

あ
る
炭
素
（
Ｃ
）
と
水
（
Ｈ
２
Ｏ
）
を
燃
焼
、
ガ
ス
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
水
素
（
Ｈ
２
）
を
取
り
出
す
。
ま
た
、
こ
の
時
に
排
出
さ

れ
る
Ｃ
Ｏ
２
は
二
酸
化
炭
素
回
収
貯
蔵
（
Ｃ
Ｃ
Ｓ
（C

arbon dioxide C
apture and Storage

））
技
術
を
用
い
て
地
中
に
貯
蔵
さ
れ
る
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
こ
の
利
用
価
値
の
低
い
褐
炭
が
豊
富
に
存
在
し
て
お
り
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
ラ
ト
ロ
ー
ブ
バ
レ
ー
地
区
に
お
い

て
日
本
企
業
に
よ
る
実
証
実
験
「
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
（
Ｈ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
）」
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
地
区
に
は
日
本

の
総
発
電
量
の
二
四
〇
年
分
に
相
当
す
る
褐
炭
の
埋
蔵
量
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
（5）
。
こ
の
た
め
、
同
国
で
は
二
〇
一
九
年
に
連
邦
政

府
が
国
家
水
素
戦
略
を
策
定
し
、
産
業
化
を
進
め
て
い
る
（6）
。
そ
の
調
査
報
告
に
よ
る
と
、
二
〇
三
〇
年
に
世
界
的
な
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
商
業
利
用
拡
大
が
見
込
ま
れ
、
同
国
か
ら
日
本
に
輸
出
さ
れ
る
水
素
が
日
本
の
年
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
二
〇
％
程
度
に
相
当
し
す
る

と
見
込
ま
れ
る
（7）
。

　

予
定
さ
れ
て
い
る
水
素
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
見
る
と
、
ま
ず
水
素
を
生
産
し
、
マ
イ
ナ
ス
二
五
三
度
ま
で
冷
却
し
て
液
化
水
素
と

す
る
と
こ
ろ
ま
で
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
企
業
のH

ydrogen Engineering

が
担
当
す
る
。
こ
の
と
き
、
水
素
の
体
積
は
八
〇
〇
分
の
一
に
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縮
小
し
、
輸
送
効
率
が
著
し
く
向
上
す
る
。
次
に
、
液
化
水
素
を
日
本
へ
輸
出
す
る
運
搬
船
と

し
て
、川
崎
重
工
業
の
「
す
い
そ　

ふ
ろ
ん
て
ぃ
あ
」
が
二
〇
二
〇
年
に
竣
工
し
た
。
さ
ら
に
、

日
本
国
内
の
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
岩
谷
産
業
が
担
当
す
る
。
こ
の
事
業
は
二
〇
一
六
年
に
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
の
下
で
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構

築
実
証
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
上
記
二
社
に
シ
ェ
ル
ジ
ャ
パ
ン
と
電
源
開
発
を
加
え
た
四

社
が
実
施
主
体
と
し
て
「
技
術
研
究
組
合
Ｃ
Ｏ
２
フ
リ
ー
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
推
進
機
構

（H
ySTR

A

）」
を
設
立
し
、
現
在
は
丸
紅
、
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
、
川
崎
汽
船
も
参
加
し
て
い
る
（8）
。

　

上
述
の
よ
う
に
、
日
本
で
は
火
力
発
電
所
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
に
限
界
が
あ
り
、
新
た
に
水
素

発
電
所
を
設
置
し
て
も
地
震
に
よ
る
機
能
停
止
の
リ
ス
ク
が
残
る
。
ま
た
、
太
陽
光
、
風
力
等

に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
発
電
コ
ス
ト
や
安
定
性
に
課
題
が
残
る
。
そ
こ
で
、
緊
急
時

に
お
け
る
発
電
装
置
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
自
動
車
に
関
し
て
は
水
素
を
燃
料
と
す
る
燃
料

電
池
や
水
素
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
た
水
素
自
動
車
と
し
て
生
産
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
連

携
を
進
め
る
こ
と
が
得
策
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
褐
炭
か
ら
生
産
す
る
ブ
ル
ー
水
素
の
場
合
に
は
安
価
な
コ
ス
ト
で
供
給
可
能
で
あ
る
。
電
力

中
央
研
究
所
に
よ
れ
ば
、
二
〇
三
〇
年
に
お
け
る
褐
炭
由
来
の
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
コ
ス
ト

が
八
～
一
〇
円
／
㎏
で
あ
る
の
に
対
し
、
日
本
国
外
で
の
グ
リ
ー
ン
水
素
の
生
産
コ
ス
ト
は

二
〇
～
三
〇
円
／
㎏
と
試
算
さ
れ
て
い
る
（9）
。
こ
の
水
素
が
我
々
の
手
元
に
届
く
ま
で
に
は
、

さ
ら
に
液
化
と
輸
送
の
コ
ス
ト
が
加
算
さ
れ
る
。

　

こ
こ
ま
で
、
自
動
車
の
動
力
を
念
頭
に
水
素
の
可
能
性
を
述
べ
て
き
た
が
、
航
空
機
に

お
い
て
も
ミ
ド
リ
ム
シ
等
の
藻
類
や
廃
油
を
燃
料
と
す
る
持
続
可
能
航
空
燃
料
（
Ｓ
Ａ
Ｆ

（Sustainable Aviation Fuel

））
の
利
用
や
水
素
エ
ン
ジ
ン
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ち
ょ

写真１（左）ヴィクトリア州ラトローブ地区の褐炭田
写真２（右）神戸に帰港する水素運搬船「すいそふろんてぃあ」
（提供：H ｙ STRA）
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う
ど
カ
ン
タ
ス
航
空
が
二
〇
二
五
年
に
シ
ド
ニ
ー
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
ロ
ン
ド
ン
を
結
ぶ
直
行
便
を
計
画
し
て
お
り
、
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
実
用
化

が
期
待
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
水
素
の
利
用
可
能
性
は
広
が
り
を
見
せ
て
お
り
、「
水
素
社
会
」の
到
来
も
そ
う
遠
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

大
著
『
石
油
の
世
紀
』
で
ピ
ュ
ー
リ
ッ
ツ
ァ
ー
賞
を
授
与
さ
れ
た
ダ
ニ
エ
ル
・
ヤ
ー
ギ
ン
氏
の
新
著
『
新
し
い
世
界
の
資
源
地
図
』
の
言

葉
を
借
り
る
と
、「
水
素
は
将
来
の
電
源
構
成
の
中
で
一
〇
％
以
上
を
占
め
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
な
り
う
る
。・
・
・
・
ま
た
、
水
素
に
は
地

政
学
的
な
問
題
が
絡
み
そ
う
も
な
い
こ
と
も
特
筆
さ
れ
る
」。

　

地
球
環
境
変
動
の
緩
和
策
が
急
務
で
あ
る
中
で
、
人
工
光
合
成
や
Ｄ
Ａ
Ｃ
（D

irect A
ir C

apture

）
の
よ
う
な
大
気
中
か
ら
Ｃ
Ｏ
２

を
直
接
回
収
し
て
利
用
す
る
技
術
が
実
用
化
さ
れ
る
ま
で
は
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
在
来
型
の
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
並
ん
で
主
要
な
供
給
源
を
担
う
こ
と
を
期
待
で
き
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
二
〇
一
九
年
に
国
家
水
素
戦
略
を
策
定
し
、

二
〇
二
五
年
ま
で
を
ク
リ
ー
ン
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
創
生
・
試
験
・
実
証
し
、
世
界
市
場
を
拡
大
、
価
格
競
争
力
の
あ
る
生
産
能

力
を
構
築
す
る
「
基
礎
と
実
証
」
の
段
階
、
二
〇
二
五
年
以
降
に
は
産
業
規
模
を
拡
大
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
市
場
を
活
性
化
さ

せ
る
た
め
に
行
動
を
追
加
す
る
「
大
規
模
な
市
場
活
性
化
」
の
段
階
と
し
て
い
る
（10）
。

　

五
、
移
民
と
経
済
発
展

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
移
民
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
国
で
あ
り
、
先
述
の
よ
う
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
伸
び
に
対
す
る
移
民
労
働
力
の
寄
与
も
大
き

い
。
二
〇
〇
〇
～
二
〇
一
九
年
に
か
け
て
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
（
％
）
の
日
豪
ギ
ャ
ッ
プ
が
二
ポ
イ
ン
ト
も
あ
る
の
に
対
し
、
一
人
当

た
り
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
見
た
日
豪
間
の
成
長
率
ギ
ャ
ッ
プ
は
〇
・
五
ポ
イ
ン
ト
に
と
ど
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
図
四
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お

け
る
人
口
と
労
働
力
人
口
の
増
加
数
お
よ
び
移
民
数
の
推
移
を
示
す
。
同
図
が
示
す
よ
う
に
、
人
口
増
加
に
対
す
る
移
民
の
寄
与
度
が

徐
々
に
高
ま
る
傾
向
に
あ
り
、
近
年
に
は
人
口
増
加
に
対
す
る
移
民
の
寄
与
度
が
五
～
六
割
で
あ
り
、
労
働
力
人
口
（
人
口
の
う
ち
一
五

～
六
四
歳
の
者
）
の
増
加
よ
り
も
移
民
の
増
加
の
方
が
多
い
。

　

移
民
の
経
済
的
影
響
に
関
し
て
は
多
く
の
仮
説
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
移
民
を
経
済
学
で
抽
象
化
さ
れ
る
一
般
労
働
力
（
Ｌ
）
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と
み
な
す
と
、
そ
れ
は
賃
金
を
下
落
さ
せ
る
と
と
も
に
資
本
収

益
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
労
働
者
階
層
か
ら
移
民
排
斥
運
動
が

起
き
る
と
い
う
結
論
が
導
き
出
さ
れ
る
。
こ
れ
と
は
反
対
に
、

移
民
が
年
金
生
活
者
で
あ
る
場
合
、
短
期
的
に
は
景
気
拡
大
に

寄
与
す
る
が
長
期
的
に
は
生
産
面
で
の
影
響
な
し
、
し
た
が
っ

て
不
況
期
に
は
と
く
に
歓
迎
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
現
実
的
に
は
労
働
者
は
消
費
者
で
も
あ
る
た
め
、

労
働
者
と
し
て
の
移
民
の
流
入
は
有
効
需
要
の
多
く
を
占
め

る
消
費
支
出
を
も
増
加
さ
せ
景
気
拡
張
効
果
も
持
つ
。
生
産
拡

大
効
果
と
需
要
拡
大
効
果
の
ど
ち
ら
が
相
対
的
に
大
き
い
の

か
、
そ
れ
は
移
民
の
質
、
す
な
わ
ち
単
純
労
働
者
で
あ
る
の

か
、
技
能
労
働
者
な
の
か
、
経
営
管
理
的
業
務
に
従
事
す
る
の

か
、
技
術
者
で
あ
る
の
か
に
加
え
て
、
受
入
国
に
お
け
る
職
種

ご
と
の
賃
金
や
経
済
的
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
部
門

に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る
。

　

そ
こ
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
受
け
入
れ
て
い
る
移
民
の
就

業
職
種
が
何
で
あ
る
か
を
特
定
す
る
こ
と
が
経
済
的
影
響
を

考
察
す
る
う
え
で
必
要
に
な
る
が
、
移
民
の
出
身
国
に
関
す
る

デ
ー
タ
や
論
文
が
豊
富
に
あ
る
の
に
対
し
、
就
業
職
種
に
関
す

る
情
報
は
非
常
に
限
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
三
～
二
〇
〇
四
年

に
実
施
さ
れ
た
調
査
に
よ
る
と
（11）
、
マ
レ
ー
シ
ア
人
、
と
く
に

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

1972 1980 1990 2000 2010 2020

人口の増加 労働人口の増加 移民

資料：移民数は Australian Bureau of Statistics の “People”、人口は同統計が 1981 年か
らのデータ掲載のため、World bank “World Development Indicators” に基づき筆

者作成。

図４　移民と人口の増加
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非
マ
レ
ー
人
に
と
っ
て
は
母
国
で
十
分
な
英
語
力
を
身
に
つ
け
た
後
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
専
門
・
技
術
職
を
獲
得
す
る
有
利
な
条
件
に

恵
ま
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
専
門
・
技
術
職
」
と
は
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
だ
け
で
な
く
、
金
融
、
不
動
産
、
ビ
ジ
ネ
ス
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
、
教
育
、
医
学
な
ど
の
熟
練
や
専
門
を
必
要
と
す
る
分
野
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
よ
り
古
い
一
九
九
一
年
セ

ン
サ
ス
デ
ー
タ
の
分
析
に
基
づ
く
と
（12）
、
ア
ジ
ア
非
英
語
圏
か
ら
の
移
民
は
英
語
力
の
制
約
に
よ
っ
て
製
造
業
部
門
あ
る
い
は
建
設
業
部

門
に
就
業
す
る
傾
向
が
あ
る
の
に
対
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
マ
レ
ー
シ
ア
生
ま
れ
の
移
民
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
生
ま
れ
の
人
々
と
類
似
す

る
産
業
別
就
業
構
造
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
公
務
員
や
金
融
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
就
業
比
率
が
高
い
と
の
結
果
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

移
民
の
就
業
職
種
を
異
時
点
間
で
完
全
に
比
較
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、あ
る
程
度
比
較
可
能
な
デ
ー
タ
が
存
在
す
る
。表
一（
ａ
）

は
ア
ジ
ア
か
ら
の
難
民
が
増
加
し
始
め
た
一
九
七
〇
年
前
後
の
移
民
と
移
民
を
含
む
全
国
民
の
就
業
職
種
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
、移
民
と
全
国
民
の
就
業
者
計
の
職
種
別
比
率
を
示
し
て
お
り
、表
の
縦
方
向
の
合
計
が
一
〇
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。
同
表
（
ｂ
）
は
、

多
文
化
主
義
の
下
で
技
術
移
民
が
増
加
し
始
め
た
一
九
九
〇
年
調
査
に
基
づ
い
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
に
つ
い
て
出
生
国
別
の
比
率

を
示
し
、
表
の
横
方
向
の
合
計
が
一
〇
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
結
果
、
一
九
七
〇
年
頃
の
デ
ー
タ
は
、
移
民
の
方
が
専
門
職
と
工
業
熟
練
労
働
力
、
未
熟
練
労
働
、
サ
ー
ビ
ス
業
と
い
っ
た
ブ
ル
ー

カ
ラ
ー
労
働
力
と
な
る
比
率
が
高
く
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
生
ま
れ
を
よ
り
強
く
反
映
す
る
全
国
民
は
管
理
職
、
事
務
労
働
、
販
売
労
働
と

い
っ
た
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
職
種
に
就
く
比
率
が
高
い
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
一
九
九
〇
年
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
ア
ジ
ア
出
生
を
含
め
て
移

民
の
雇
用
者
（
労
働
者
）
が
全
出
生
地
平
均
よ
り
も
高
い
割
合
を
示
す
の
が
「
生
産
労
働
者
」
と
「
専
門
」
で
あ
り
、「
経
営
管
理
」
で
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
出
生
が
高
い
割
合
を
示
し
て
い
る
。つ
ま
り
、一
九
七
〇
年
頃
か
ら
一
九
九
〇
年
頃
に
か
け
て
の
約
二
〇
年
間
に
移
民
と
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
生
ま
れ
の
人
々
の
就
業
職
種
に
傾
向
的
な
変
化
が
な
か
っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
二
〇
一
六
年
セ
ン
サ
ス
の
結
果
を
反
映
す
る
表
一
（
ｃ
）
で
は
状
況
が
変
わ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
生
ま
れ
と
海
外

生
ま
れ
と
の
間
で
職
業
分
布
の
差
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
る
。
し
か
し
、
ア
ジ
ア
生
ま
れ
の
中
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
生
ま
れ

と
マ
レ
ー
シ
ア
生
ま
れ
は
専
門
職
に
厚
み
を
持
ち
、
ベ
ト
ナ
ム
生
ま
れ
は
労
働
と
機
械
業
務
・
運
転
手
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と

フ
ィ
リ
ピ
ン
生
ま
れ
は
労
働
に
厚
み
を
持
つ
。
こ
れ
は
先
述
の
二
〇
〇
三
～
二
〇
〇
四
年
調
査
結
果
と
整
合
的
で
あ
る
。
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このよう

（ａ）移民と全国民の職種構成 （ｂ）職業別にみた出生地（1990年）

移民 国勢調査 オーストラリア 非オーストラリア うち、アジア 計
（1960～78年） （1971年）

専門職 13.2 10.2 経営・管理 77.47 22.53 2.78 100%
管理職 4.0 6.7 専門 68.60 31.40 7.47 100%
事務労働 10.9 15.9 準専門 72.52 27.48 5.03 100%
販売労働 3.8 8.1 トレーズマン 72.26 27.74 4.65 100%
農林水産労働 3.6 7.7 事務 76.81 23.19 4.76 100%
鉱業労働 0.5 0.6 セールス・サービス 80.00 20.00 1.99 100%
運輸通信労働 4.6 5.6 オペレータ・運転手 65.19 34.81 8.00 100%
工業熟練労働 31.1 26.2 生産労働者 64.70 35.30 9.45 100%
未熟練労働 11.1 5.8 計 72.37 27.63 5.49 100%
サービス労働 10.3 8.6
職業不明 6.9 4.6
計 100% 100%

(1990年調査）

（ｃ）出生地別にみた職種構成（2016年）

シンガポール マレーシア ベトナム インドネシア フィリピン 中国

専門職 22.6 21.4 25.7 40.9 41.6 16.2 24.7 11.4 28.2
事務および管理 13.8 14.5 12.4 14.7 13.5 14.7 12.7 11.3
技能・貿易業務 13.8 14.2 12.8 8.1 13.4 13.2 11.4
経営 13.2 13.5 12.7 13.0 12.2 13.7
公務員 11.0 11.0 11.1 8.9 8.2 11.6 11.0 14.6
労働 9.6 8.9 11.2 18.0 14.6 18.1
販売労働 9.5 10.4 7.6 7.2 9.7 10.6
機械業務・運転 6.4 6.2 6.6 10.8
計 100（％） 100（％） 100（％）
計（実数） 10,497,692 7,191,186 3,176,712

「海外生まれ」の内訳オーストラリ
ア国民計

オーストラリ
ア生まれ

海外生まれ

表（ａ）
出展：小島清・日豪調査委員会編『豪州経済ハンドブック』.
原典：Australian  Immigration,Consolidated Statistics, No.10, 1978.

表（ｂ）
資料：駿河輝和「オーストラリアの移民と賃金」（注 13）に基づき筆者が簡略化。
原典：Australian Bureau of Statistics, “1990 Survey of Income and Housing Cost 

and Amenities” の個票

表１　出生地と職種の比較

表（ｃ）
注：表中の数値未記載の部分はゼロではなく、原典に未記載。
資料：Australian Bureau of Statistics “2016 Census Country of birth QuickStats”に基づき

筆者作成。
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に
、
移
民
の
就
業
に
は
英
語
力
や
専
門
技
術
・
技
能
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
移
民
の
類
型
や
選
考
シ
ス

テ
ム
の
変
遷
を
見
て
み
た
い
。
塩
原
（
二
〇
二
〇
）
（14）
に
よ
る
と
、
一
九
七
八
年
か
ら
「
人
道
上
の
難
民
」
と
「
そ
れ
以
外
の
移
民
」
が

別
枠
と
な
り
、
非
英
語
系
・
非
白
人
系
の
移
民
が
急
増
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
難
民
以
外
の
移
民
も
「
技
術
移
民
」
と
「
家
族
呼
び
寄

せ
移
民
」
に
区
分
さ
れ
、
後
者
は
受
け
入
れ
に
伴
う
社
会
的
コ
ス
ト
が
大
き
い
た
め
抑
制
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
さ
ら
に
、「
技
術
移
民
」

の
受
け
入
れ
に
際
し
て
は
、
本
人
の
ス
キ
ル
、
資
質
や
経
歴
に
基
づ
く
ポ
イ
ン
ト
・
テ
ス
ト
に
よ
る
審
査
に
よ
る
も
の
か
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
国
内
の
雇
用
主
が
就
労
を
保
証
す
る
も
の
か
と
い
う
区
分
が
あ
る
。
興
味
深
い
指
摘
と
し
て
は
、
同
国
の
人
口
が
都
市
部
に
集
中
し

て
い
る
こ
と
を
緩
和
さ
せ
る
た
め
に
、
一
定
期
間
地
方
で
就
労
す
る
こ
と
を
要
件
と
す
る
種
類
の
永
住
ビ
ザ
が
活
用
さ
れ
た
が
、
実
際
に

地
方
に
残
ろ
う
と
す
る
者
は
多
く
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
技
術
移
民
の
多
く
が
都
市
在
住
の
第
三
次
産
業
従
事
者
で

は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　

次
に
移
民
数
の
動
向
に
つ
い
て
、
浅
川
（
二
〇
一
二
）
（15）
に
詳
細
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
移
民
の
区
分
別
に
見
る
と
、

一
九
九
一
年
以
降
、「
人
道
移
民
」
と
「
家
族
呼
び
寄
せ
」
移
民
数
が
概
ね
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
推
移
す
る
の
に
対
し
、「
技
術
移
民
」
が
増

加
傾
向
に
あ
り
、
近
年
で
は
六
割
を
超
え
て
い
る
。
さ
ら
に
「
技
術
移
民
」
の
内
訳
に
関
し
て
も
一
九
九
六
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
に
か
け

て
「
ポ
イ
ン
ト
・
テ
ス
ト
」
に
よ
る
移
民
数
が
増
加
し
た
が
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
雇
用
に
結
び
つ
か
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
後
は
「
雇
用

主
推
薦
型
」
の
方
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。

　

以
上
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
移
民
の
出
身
国
と
英
語
能
力
と
専
門
性
の
間
に
高
い
相
関
が
あ
り
、
ど
の
要
素
が
ど
の
職
種
に
直
結
し
て

経
済
に
寄
与
し
て
い
る
か
を
判
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、「
技
術
移
民
」が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、移
民
労
働
の「
質
」

は
向
上
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
統
計
デ
ー
タ
か
ら
逆
算
し
て
、
国
際
競
争
力
の
高
ま
っ
て
い
る
部
門
を
移
民
が
多
く

就
業
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
中
か
ら
推
測
し
た
い
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
サ
ー
ビ
ス
貿
易
は
概
ね
収
支
均
衡
に
近
い
状
態
に
あ
る
。
そ
の
主
要
部
分
を
占
め
る
ト
ラ
ベ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
は

一
九
九
〇
年
頃
か
ら
黒
字
基
調
に
あ
り
、
輸
入
額
に
対
す
る
輸
出
額
は
一
・
二
倍
程
度
で
あ
る
（
図
六
）。
ト
ラ
ベ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
の
中
で

も
教
育
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
（
教
育
費
等
）
は
と
く
に
黒
字
拡
大
基
調
で
あ
り
、
二
〇
一
〇
年
以
降
に
は
輸
出
額
が
輸
入
額
の
一
〇
〇
倍
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以
上
と
な
る
年
次
も
散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
を
裏
付
け

る
よ
う
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
は
教
育
面
で
の

評
価
指
標
を
用
い
た
Ｔ
Ｈ
Ｅ
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ

（
二
〇
二
一
年
）
の
ベ
ス
ト
一
〇
〇
に
六
校
も
入
っ
て

い
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
産
業
の
中
の
ハ
イ
テ
ク
セ
ク
タ
ー
で
あ

る
金
融
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
貿
易
額
は
金
額
的
に
は
少

な
い
が
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
黒
字
基
調
で
あ

る
。
同
じ
ハ
イ
テ
ク
セ
ク
タ
ー
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
情

報
サ
ー
ビ
ス
で
は
赤
字
の
年
次
が
多
く
、
競
争
力
を
発

揮
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
、
次
世
代
の
産

業
競
争
力
を
決
す
る
と
言
わ
れ
る
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
分
野
で
は
、
大
規
模
集
積
化
に
適
し
高
温
で
も
動

作
可
能
な
シ
リ
コ
ン
量
子
ビ
ッ
ト
方
式
の
量
子
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
開
発
す
るSilicon Q

uantum
 C

om
puting

の
よ
う
な
企
業
（16）
や
脳
細
胞
で
意
識
を
持
つ
人
工
知
能

の
開
発
を
行
う
コ
ー
テ
ィ
カ
ル
研
究
所
（17）
が
あ
り
、
今

後
の
躍
進
を
期
待
で
き
る
。

(0.5)

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

-150,000

-100,000

-50,000

0

50,000

100,000

150,000

1972 1980 1990 2000 2010 2019

サービス輸出 サービス輸入

トラベル輸出 トラベル輸入

金融サービス輸出入比率 コンピュータ・情報サービス輸出入比率

資料：Australian Bureau of Statistics “International Trade”に基づき、筆者作成。

図５　サービス貿易の動向
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六
、
ま
と
め

　

二
〇
二
二
年
二
月
二
四
日
に
始
ま
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
際
し
て
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
食
料
や
天
然
ガ
ス
と
い
っ
た
一
次
産
品

供
給
国
と
い
う
従
来
か
ら
の
イ
メ
ー
ジ
で
注
目
を
浴
び
た
。
今
後
は
こ
の
延
長
線
上
で
の
発
展
と
し
て
、
水
素
の
供
給
国
と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
や
水
素
社
会
を
担
う
役
割
も
期
待
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
新
た
な
発
展
方
向
と
し
て
、
多
様
性
に
満
ち
た
人
的
資
源
を
活
か
す
方
向
も
見
え
始
め
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
か
つ

て
白
豪
主
義
を
掲
げ
、
移
民
の
出
身
国
は
欧
州
で
あ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
後
の
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
の
受
け
入
れ
を
契

機
と
し
て
、
多
文
化
主
義
を
標
榜
し
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
移
民
の
形
態
を
技
術
移
民
に
重
点
を
置
い
て
受
入
数
を
増
や
す
傾
向
に

あ
り
、
経
済
的
に
も
大
学
教
育
や
金
融
な
ど
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
一
部
で
競
争
力
を
高
め
た
分
野
が
現
れ
て
い
る
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
カ
ナ
ダ
や
ア
メ
リ
カ
と
同
様
に
移
民
の
国
で
あ
る
。
移
民
に
つ
い
て
、
都
市
の
荒
廃
や
再
生
に
つ
い
て
の
視
点
を

『
ア
メ
リ
カ
大
都
市
の
死
と
生
』
等
の
著
作
を
通
じ
て
投
げ
か
け
て
き
た
ジ
ェ
イ
ン
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
氏
は
、「
ア
メ
リ
カ
は
『
る
つ
ぼ
』

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
人
が
ア
メ
リ
カ
人
と
し
て
同
化
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
カ
ナ
ダ
は
『
モ
ザ
イ
ク
』

と
い
う
考
え
方
を
も
っ
て
い
ま
す
。
様
々
な
色
や
形
を
し
た
た
く
さ
ん
の
破
片
が
全
体
と
し
て
一
つ
の
模
様
を
つ
く
っ
て
い
る
こ
と
に
た

と
え
ら
れ
る
社
会
で
す
。」
と
述
べ
て
い
る
（18）
。
ま
た
、多
文
化
主
義
の
一
形
態
と
し
て
、か
つ
て
オ
ラ
ン
ダ
の
社
会
学
者
Ｊ
．
Ｓ
．
フ
ァ
ー

ニ
バ
ル
が
植
民
地
時
代
下
の
東
南
ア
ジ
ア
を
観
察
し
て
、
社
会
を
構
成
す
る
複
数
の
集
団
が
「
共
通
意
思
」
や
「
共
通
文
化
」
を
持
た
ず

別
々
に
併
存
す
る
「
複
合
社
会
」
で
あ
る
と
述
べ
た
。

　

こ
れ
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
「
複
合
社
会
」
で
は
な
く
「
る
つ
ぼ
」
あ
る
い
は
「
モ
ザ
イ
ク
」
に
向
か
う
の
か
、
今
ま
さ
に
人
的
資

本
と
し
て
の
移
民
パ
ワ
ー
が
発
揮
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
同
時
に
超
大
国
ア
メ
リ
カ
の
パ
ワ
ー
に
陰
り
が
見
え
始
め
た
。
ア
メ
リ
カ
の

低
下
し
た
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
の
一
翼
を
担
う
が
、
小
ア
メ
リ
カ
で
は
な
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
し
て
、
移
民
の
増
加
が
多
文
化
主
義
を
破
壊

し
な
い
方
向
で
移
民
受
け
入
れ
政
策
の
運
用
を
期
待
し
た
い
。
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注

（1）
「
ス
ク
ウ
ォ
ッ
タ
ー
」
と
は
元
来
、
不
法
占
拠
者
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
一
八
四
〇
年
ま
で
に
は
内
陸
部
の
大
規
模
な

家
畜
所
有
者
を
意
味
す
る
単
語
と
な
っ
た
（
山
本
（
二
〇
〇
〇
）
の
第
三
章
）。

（2）
関
根
久
子
・
齋
藤
陽
子
・Yam

am
oto M

. 

「
豪
州
に
お
け
る
小
麦
生
産
の
実
態
と
特
徴
」、
関
東
東
海
北
陸
農
業
経
営
研
究
、
一
〇
九
号
、
三
十
三

～
四
十
一
頁
、
二
〇
一
九
年
。
ル
ー
ビ
ン
と
は
マ
メ
科
の
作
物
で
あ
る
。

（3）
Ｉ
Ｈ
Ｉ
の
広
報w

eb site

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
カ
ー
ボ
ン
フ
リ
ー
水
素
の
製
造
・
販
売
を
目
指
す
「
コ
ー
ガ
ン
水
素
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

検
討
をC

S Energy

と
共
同
で
実
施
」（
二
〇
二
一
年
二
月
三
日
）

https://w
w

w.ihi.co.jp/ihi/all_new
s/2020 /resources_energy_environm

ent/1197000 _1601 .htm
l

（4）
日
本
経
済
新
聞
記
事
「
ニ
ュ
ー
ス
な
科
学　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
最
前
線　

再
生
エ
ネ
由
来
グ
リ
ー
ン
水
素
を
輸
入
」（
二
〇
二
二
年
四
月
一
八
日
）。

（5）
川
崎
重
工
業
の
広
報w

eb site

「K
aw

asaki H
ydrogen R

oad

」

https://w
w

w.khi.co.jp/hydrogen/

（6）
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
ビ
ジ
ネ
ス
短
信
「
連
邦
政
府
が
水
素
産
業
の
現
状
を
報
告
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）」（
二
〇
二
一
年
一
二
月
一
三
日
）

https://w
w

w.jetro.go.jp/biznew
s/2021 /12 /a640 edfc1 ad20294 .htm

l

（7）
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
調
査
レ
ポ
ー
ト
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
水
素
産
業
に
関
す
る
調
査
」（
二
〇
二
一
年
三
月
）

https://w
w

w.jetro.go.jp/w
orld/reports/2021 /01 /82 b3276826014 c69 .htm

l

（8）
今
村
雅
人
「
日
本
の
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
①　

海
外
の
未
利
用
褐
炭
の
利
用
」（
今
村
（
二
〇
二
〇
）
の
第
九
章
）。

（9）
西
美
奈
・
山
本
博
巳
・
竹
井
勝
仁
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
用
い
た
電
解
水
素
の
経
済
性
」、電
力
中
央
研
究
所
報
告
、一
～
一
七
頁
、二
〇
二
〇
年
。

（10）C
O

A
G

 Energy C
ouncil  “ A

U
STR

A
LIA

’ S N
ATIO

N
A

L H
Y

D
R

O
G

EN
 STR

ATEG
Y

”

二
〇
一
九
年
。

（11）
石
井
由
香
「「
社
交
ク
ラ
ブ
」
を
越
え
て　

ア
ジ
ア
系
専
門
職
移
民
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
」（
石
井
由
香
・
関
根
政
美
・
塩

原
良
和
（
二
〇
〇
九
）
の
第
二
章
）。

（12）
小
保
内
弘
子
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
ア
ジ
ア
か
ら
の
移
民
の
労
働
市
場
活
動
」、
明
治
大
学
短
期
大
学
紀
要
、
六
四
、一
〇
一
～
一
三
二
頁
。

一
九
九
九
年
。

（13）
駿
河
輝
和
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
移
民
と
賃
金
」、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
究
、
第
九
号
、
三
十
四
～
四
十
三
頁
、
一
九
九
七
年
。
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ウクライナ危機から未来に向かうオーストラリア経済

（14）
塩
原
良
和
「
移
民
・
難
民
の
受
け
入
れ
と
支
援
」、（
関
根
政
美
・
塩
原
良
和
・
栗
田
梨
津
子
・
藤
田
智
子
編
著
（
二
〇
二
〇
）
の
第
九
章
）。

（15）
浅
川
晃
広
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
近
年
の
技
術
移
民
政
策　

「
選
別
」
と
「
就
労
」
の
関
係
を
中
心
に
」、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
究
、第
二
五
号
、

七
十
三
～
八
十
七
頁
、
二
〇
一
二
年
。

（16）A
SC

II STA
RTU

P

　

『
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
最
新
動
向
』
セ
ッ
シ
ョ
ン
レ
ポ
ー
ト　

「
巨
大
市
場
を
目
指
す
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
開
発
競
争
に
乗

り
遅
れ
る
な
」、
二
〇
二
二
年
一
月
七
日
。

https://ascii.jp/elem
/000 /004 /078 /4078498 /

（17）
日
本
経
済
新
聞
二
〇
二
二
年
一
月
九
日
、「Spectrum

 N
IK

K
EI A

sia

」

（18）
玉
川
英
則
「
逆
通
読　

ジ
ェ
イ
ン
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
」（
別
冊 

環 

二
二
『
ジ
ェ
イ
ン
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
の
世
界
』、藤
原
書
店
（
二
〇
一
六
）
に
掲
載
）。

参
照
文
献

石
井
由
香
・
関
根
政
美
・
塩
原
良
和
『
ア
ジ
ア
系
専
門
職
移
民
の
現
在
』、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
。

今
村
雅
人
『
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
仕
組
み
と
動
向
が
よ
～
く
わ
か
る
本
』
秀
和
シ
ス
テ
ム
、
二
〇
二
〇
年
。

カ
ー
ン 

Ｈ
．・
ペ
ッ
パ
ー 

Ｔ
．『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
大
丈
夫
か
』、
サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
八
〇
年
。

経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
白
書2021

』、
二
〇
二
一
年
。

小
島
清
・
日
豪
調
査
委
員
会
編
『
豪
州
経
済
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』、
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
八
一
年
。

関
根
政
美
・
塩
原
良
和
・
栗
田
梨
津
子
・
藤
田
智
子
編
著
『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
多
文
化
社
会
論
』、
法
律
文
化
社
、
二
〇
二
〇
年
。

竹
田
い
さ
み
・
森
健
・
永
野
隆
行
編
『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
入
門
（
第
２
版
）』、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
。

山
本
真
鳥
編
『
オ
セ
ア
ニ
ア
史
』、
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
。

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
（
国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
）『
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
白
書
（
第
二
版
）』、　
　
　
　
　

二
〇
一
四
年
。


